
マイクロマシンを軸にナノテクノロジーや細胞生物学などの最先端技術を融合して新たな
ツールを開発し、そのツールなしでは困難であった医療・創薬の革新を産み出します。

液中細菌観察のための電子顕微鏡用マイクロ流路技術の開発
抗生物質により細菌性感染症を人類は克服したかに見えましたが、抗生物質が効かない
細菌が増えてきています。抗生物質を探索するのは非常に難しく、抗生物質づくりのきっか
けとなる現象を探すために、電子顕微鏡で液中にいる細菌を今までより詳細に観察するこ
とのできるマイクロ路流路作りに取り組んでいます。

学生の皆さんへ
2017年にスタートしたすずかけ台にある研究室です。医学・生命の研究室との共同研究を通して、他では
できない研究を立ち上げています。世界をひっぱる研究をするぶん、ちょっとハードル高めですが、初めて
の学生でもやる気を持っていれば、良い成果を出して、大きく成長できるようにしっかりサポートをします。
これから世の中で求められるマイクロ流路技術を使って、世の中の重大な課題を一緒に解決しましょう！

石田研究室
研究分野：バイオ医療マイクロ流体デバイス
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電子線透過膜を有するMEMS液体セル

微生物に望みの進化をさせるマイクロ流路技術の開発
微生物は人類では作れない物質を作ってくれ、我々の社会は微生物なしには語れません。
もっと有用な微生物を作るために、人工的に進化を誘発するマイクロ流路技術を開発して
います。例えば、耐熱性を持つ微生物を進化で作ることができれば、物質生産の冷却コス
トを抑えることができ、安価に物質生産ができるようになります。

ナノ・マイクロスケールならではの現象をうまく応用した独自のデバイスを、学生が自ら設
計・作製し、細胞を用いた実験まで一貫して取り組んでいます。さらに細胞実験の結果を
医療や生命の共同研究者と議論し、医療・バイオの側面からも研究を発展させます。
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